
授業計画

第１回：花卉とは何か
第２回：ヒトと花卉のかかわり
第３回：我が国における花卉の歴史１（～明治時代）
第４回：我が国における花卉の歴史２（明治時代～現在）
第５回：花卉の系統分類
第６回：花卉の園芸分類
第７回：我が国における花卉の生産
第８回：我が国における花卉の輸出入
第９回：我が国における花卉の消費の変遷
第１０回：花芽分化と発達
第１１回：開花コントロール１（短日植物）
第１２回：開花コントロール２（長日植物）
第１３回：開花コントロール３（低温）
第１４回：開花コントロール４（高温）
第１５回：まとめ

期末に行う筆記試験によって、評価する。また、出席状況も評価に考慮する。評価方法

なしテキスト

授業の到達目標 　花卉植物が人類と深いかかわりがあることを説き、なぜ人類に花卉が必要なのかを理解する。さらに、花卉の開
花メカニズムをしることにより、環境をコントロールして花卉の開花が人為的に支配できることを理解する。

授業概要

　花卉とは観賞を目的とする草本茎および木本茎植物のことである。すなわち、花卉は口に入れることを対象とす
る植物ではないにも関わらず、人類とのかかわりは非常に長く、深い。本講義では、ヒトと花のかかわりを説き、人
類は花をどのように利用してきたかを解説する。
　我が国における花卉産業の現状を理解すると共に、植物が開花するメカニズムを詳説する
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